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☆�山口県における高病原性鳥インフルエンザ
の疑似患畜の確認及び「農林水産省鳥イン
フルエンザ防疫対策本部」の持ち回り開催
について

（令和６年１月 27 日付けプレスリリース）

　本日（1 月 27 日（土曜日））、山口県防府市の家
きん農場において、家畜伝染病である高病原性鳥
インフルエンザの疑似患畜が確認（今シーズン国
内 7 例目）されました。
　これを受け、農林水産省は、「農林水産省鳥イン
フルエンザ防疫対策本部」を持ち回りで開催し、
今後の対応方針について決定しました。

１. 農場の概要
所在地：山口県防府市
飼養状況：23 羽（採卵鶏等）

２. 経緯
（1）�昨日（1 月 26 日（金曜日））、山口県は、同県

防府市の農場から、死亡羽数が増加している
旨の通報を受けて、農場への立入検査を実施
しました。

（2）�同日、当該家きんについて鳥インフルエンザ
の簡易検査を実施したところ陽性であること
が判明しました。

（3）�本日（1 月 27 日（土曜日））、当該家きんにつ
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いて遺伝子検査を実施した結果、高病原性鳥
インフルエンザの疑似患畜であることを確認
しました。

３. 今後の対応方針
　総理指示及び「高病原性鳥インフルエンザ及び
低病原性鳥インフルエンザに関する特定家畜伝染
病防疫指針」等に基づき、以下の措置について万
全を期します。

1．�当該農場の飼養家きんの殺処分及び焼埋却、農
場から半径 3km 以内の区域について移動制限
区域の設定、半径 3km から 10km 以内の区域に
ついて搬出制限区域の設定等必要な防疫措置を
迅速かつ的確に実施。

2．�感染拡大防止のため、発生農場周辺の消毒を強
化し、主要道路に消毒ポイントを設置。

3．�山口県と緊密な連携を図る。
4．�必要に応じて、食料・農業・農村政策審議会家

畜衛生部会家きん疾病小委員会を開催し、防疫
対策に必要な技術的助言を得る。

5．�感染状況、感染経路等を正確に把握し、的確な
防疫方針の検討を行えるようにするため、必要
に応じ、農林水産省の職員を現地に派遣。

6．�殺処分・焼埋却等の防疫措置を支援するため、
必要に応じ、各地の動物検疫所、家畜改良セン
ター等から「緊急支援チーム」を派遣。

7．�「疫学調査チーム」による調査を実施。
8．�全都道府県に対し、改めて注意喚起し、本病の

早期発見及び早期通報並びに飼養衛生管理の徹
底を指導。

9．�関係府省庁と十分連携を図りつつ、生産者、消
費者、流通業者等への正確な情報の提供に努め
る。

４. 農林水産省鳥インフルエンザ防疫対策本部
日時：令和 6 年 1 月 27 日（土曜日）（持ち回り開催）

５. その他
（1）�我が国の現状において、鶏肉や鶏卵等を食べ

ることにより、ヒトが鳥インフルエンザウイル
スに感染する可能性はないと考えております。
https://www.fsc.go.jp/sonota/tori/tori_infl_
ah7n9.html（外部リンク）

（2）�現場での取材は、本病のまん延を引き起こす
おそれがあること、農家の方のプライバシー
を侵害しかねないことから、厳に慎むよう御
協力をお願いいたします。
特に、ヘリコプターやドローンを使用しての
取材は防疫作業の妨げとなるため、厳に慎む
ようお願いいたします。

（3）�今後とも、迅速で正確な情報提供に努めます
ので、生産者等の関係者や消費者は根拠のな
い噂などにより混乱することがないよう、御
協力をお願いいたします。

☆�岐阜県山県市で発生した高病原性鳥インフ
ルエンザ（国内 6 例目）に係る移動制限
の解除について

（令和６年１月 29 日付けプレスリリース）

　岐阜県は、同県山県市で確認された高病原性鳥
インフルエンザ（今シーズン国内 6 例目）に関し、
発生施設から半径 3km 以内で設定している移動制
限区域について、令和 6 年 1 月 29 日（月曜日）午
前 0 時（1 月 28 日（日曜日）24 時）をもって、当
該移動制限を解除しました。

１. 経緯及び今後の予定
（1）�岐阜県は、令和 6 年 1 月 5 日に同県山県市の

家きん農場において高病原性鳥インフルエン
ザ（今シーズン国内 6 例目）が発生したこと
を受け、家畜伝染病予防法に基づき、移動制
限区域（発生施設の半径 3km 以内の区域）及
び搬出制限区域（発生施設の半径 3km から
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10km までの区域）を設定しました。
（2）�岐阜県は、令和 5 年 1 月 18 日に発生施設の半

径 3km から 10km 以内の区域について設定し
ている搬出制限を解除しました。

（3）�今般、岐阜県は、全ての発生農場の防疫措置
が完了した令和 6 年 1 月 7 日の翌日から起算
して 21 日が経過する令和 6 年 1 月 29 日（月
曜日）午前 0 時（1 月 28 日（日曜日）24 時）
をもって、当該移動制限を解除しました。

２. その他
（1）�我が国の現状において、鶏肉や鶏卵等を食べ

ることにより、ヒトが鳥インフルエンザウイ
ルスに感染する可能性はないと考えています。
https://www.fsc.go.jp/sonota/tori/tori_infl_
ah7n9.html（外部リンク）

（2）�現場での取材は、本病のまん延を引き起こす
おそれがあること、プライバシーを侵害しか
ねないことから、厳に慎むよう御協力をお願
いいたします。特に、ヘリコプターやドロー
ンを使用しての取材は防疫作業の妨げとなる
ため、厳に慎むようお願いいたします。

（3）�今後とも、迅速で正確な情報提供に努めます
ので、生産者等の関係者や消費者は根拠のな
い噂などにより混乱することがないよう、御
協力をお願いいたします。

３. 参考
　岐阜県における高病原性鳥インフルエンザの疑
似患畜の確認及び「農林水産省鳥インフルエンザ
防疫対策本部」の持ち回り開催について

https://www.maff .go . jp/j/press/syouan/
douei/240105.html

　岐阜県で確認された高病原性鳥インフルエンザ
の疑似患畜（国内 6 例目）の遺伝子解析及び NA
亜型の確定について

https://www.maff .go . jp/j/press/syouan/
douei/240110_3.html

☆�山口県で確認された高病原性鳥インフルエ
ンザの疑似患畜（国内 7 例目）の遺伝子
解析及び NA 亜型の確定について

（令和６年１月 31 日付けプレスリリース）

　山口県防府市で確認された高病原性鳥インフル
エンザの疑似患畜（国内 7 例目）について、動物
衛生研究部門が実施した遺伝子解析の結果、高病
原性鳥インフルエンザの患畜であることが確認さ
れました。また、当該高病原性鳥インフルエンザ
のウイルスについて、NA 亜型が判明し、H5N1 亜
型であることが確認されました。

１. 概要
（1）�山口県防府市の農場で確認された高病原性鳥

インフルエンザの疑似患畜（国内 7 例目、1 月
27 日疑似患畜確定）について、動物衛生研究
部門（注）が実施した遺伝子解析の結果、高病原
性と判断される配列が確認されました。

（2）�これを受け、農林水産省は、「高病原性鳥イン
フルエンザ及び低病原性鳥インフルエンザに
関する特定家畜伝染病防疫指針」に基づき、
当該家きんを高病原性鳥インフルエンザの患
畜と判定しました。

（3）�また、当該高病原性鳥インフルエンザウイル
スについて、動物衛生研究部門における検査
の結果、NA 亜型が判明し、H5N1 亜型である
ことが確認されました。

（注）�国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研
究機構 動物衛生研究部門：国内唯一の動物衛
生に関する研究機関

２. その他
（1）�我が国の現状において、鶏肉や鶏卵等を食べ

ることにより、ヒトが鳥インフルエンザウイ
ルスに感染する可能性はないと考えています。
https://www.fsc.go.jp/sonota/tori/tori_infl_
ah7n9.html（外部リンク）

（2）�現場での取材は、本病のまん延を引き起こす
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おそれがあること、農家の方のプライバシー
を侵害しかねないことから、厳に慎むよう御
協力をお願いいたします。特に、ヘリコプター
やドローンを使用しての取材は防疫作業の妨げ
となるため、厳に慎むようお願いいたします。

（3）�今後とも、迅速で正確な情報提供に努めます
ので、生産者等の関係者や消費者は根拠のな
い噂などにより混乱することがないよう、御
協力をお願いいたします。

３. 参考
　山口県における高病原性鳥インフルエンザの疑
似患畜の確認及び「農林水産省鳥インフルエンザ
防疫対策本部」の持ち回り開催について

https://www.maff .go . jp/j/press/syouan/
douei/240127.html

☆�群馬県高山村で発生した高病原性鳥インフ
ルエンザ（国内 5 例目）に係る移動制限
の解除について

（令和６年１月 31 日付けプレスリリース）

　群馬県は、同県高山村で確認された高病原性鳥
インフルエンザ（今シーズン国内 5 例目）に関し、
発生農場から半径 3km 以内で設定している移動制
限区域について、令和 6 年 1 月 31 日（水曜日）午
前 0 時（1 月 30 日（火曜日）24 時）をもって、当
該移動制限を解除しました。

１. 経緯及び今後の予定
（1）�群馬県は、令和 6 年 1 月 1 日に同県高山村の

家きん農場において高病原性鳥インフルエン
ザ（今シーズン国内 5 例目）が発生したこと
を受け、家畜伝染病予防法に基づき、移動制
限区域（発生農場の半径 3km 以内の区域）及
び搬出制限区域（発生農場の半径 3km から
10km までの区域）を設定しました。

（2）�群馬県は、令和 6 年 1 月 25 日に発生農場の半
径 3km から 10km 以内の区域について設定し
ている搬出制限を解除しました。

（3）�今般、群馬県は、発生農場の防疫措置が完了
した令和 6 年 1 月 9 日の翌日から起算して 21
日が経過する令和 6 年 1 月 31 日（水曜日）午
前 0 時（1 月 30 日（火曜日）24 時）をもって、
移動制限を解除しました。

２. その他
（1）�我が国の現状において、鶏肉や鶏卵等を食べ

ることにより、ヒトが鳥インフルエンザウイ
ルスに感染する可能性はないと考えています。
https://www.fsc.go.jp/sonota/tori/tori_infl_
ah7n9.html（外部リンク）

（2）�現場での取材は、本病のまん延を引き起こす
おそれがあること、プライバシーを侵害しか
ねないことから、厳に慎むよう御協力をお願
いいたします。特に、ヘリコプターやドロー
ンを使用しての取材は防疫作業の妨げとなる
ため、厳に慎むようお願いいたします。

（3）�今後とも、迅速で正確な情報提供に努めます
ので、生産者等の関係者や消費者は根拠のな
い噂などにより混乱することがないよう、御
協力をお願いいたします。

３. 参考
　群馬県における高病原性鳥インフルエンザの疑
似患畜の確認及び「農林水産省鳥インフルエンザ
防疫対策本部」の持ち回り開催について

https://www.maff .go . jp/j/press/syouan/
douei/240101.html

　群馬県で確認された高病原性鳥インフルエンザ
の疑似患畜（国内 5 例目）の遺伝子解析及び NA
亜型の確定について

https://www.maff .go . jp/j/press/syouan/
douei/240110.html
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獣医療広告制限が変わります！
~令和６年４月１日から、獣医療に関する広告制限が変わります~

獣医師の皆様におかれては、改正内容を理解し飼育者へ適切な情報提供をお願いします。

改正のポイント

獣医師の専門性※、
経歴の広告が可能

様々な診療行為
の広告が可能

ウェブサイトも
適切な情報発信

獣医師への正確かつ適切な情報提供の努力義務を課しました！

※ただし、農林水産大臣の指定す
るものが認定した専門性に限る。

詳しくは、獣医療広告ガイドラインを確認し、
飼育者等が提供される獣医療サービスを

正しく理解し、適切に選択
できるようにお願いします。

ただし、以下の併記が必要
①問合せ先
②主なリスク、副作用
③診療の内容
④費用

獣医療広告ガイドラインを含む
「獣医療広告制限見直しについて」は、こちらから →

https://www.maff.go.jp/j/syouan/tikusui/zyui/koukoku.html
もしくは、以下のURLからご覧ください。

農林水産省 消費・安全局 畜水産安全管理課
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☆飼料安全法に基づく収去飼料等の試験結果の公表について（令和５年 10 月）
立入検査実施状況の概要

１．実施期間　令和５年 10 月

２．立入検査件数

立入検査場所 立入検査箇所数 違反が認められた箇所数 指導基準を超過した箇所数 管理基準を超過した箇所数

配合飼料工場 11 0 0 0

単体飼料工場 15 0 0 0

飼料添加物工場 0 0 0 0

港湾サイロ 4 0 0 0

倉庫 1 0 0 0

その他 2 0 0 0

３．飼料等の試験結果

飼料等の区分 試験点数 違反が認められた点数 指導基準を超過した点数 管理基準を超過した点数

配混合飼料 13 0 0 0

単体飼料 8 0 0 0

乾牧草 0 0 0 0

飼料添加物 0 0 0 0

４．成分規格等省令等違反の概要（指導基準（※１）超過を含む）

違反の種類 製造業者等の名称 飼料の種類 違反内容 備　考

該当なし － － － －

（※１）当該基準を超えた飼料については、飼料の安全性の確保及び品質の改善に関する法律（昭和 28 年法律第 35 号。以下「法」という。）
第 23 条第 1 号に掲げる飼料に該当。

５．管理基準（※2）超過の概要

基準値を超過した成分（飼料の種類） 基準値を超過した点数 備考

該当なし 0 －

（※２）管理基準は、工程管理の目安として示された基準であり、基準を超過した場合であっても直ちに法第 23 条第 1 号に掲げる有害な飼
料には該当しませんが、当該飼料の使用に起因して有害畜産物が生産される等のおそれがある場合には、その旨を備考欄に記載しま
す。また、適切な管理措置により、飼料の安全が確保される場合は、当該飼料を家畜等に給与することができます。
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☆飼料安全法に基づく収去飼料等の試験結果の公表について（令和５年 11 月）
立入検査実施状況の概要

１．実施期間　令和５年 11 月

２．立入検査件数

立入検査場所 立入検査箇所数 違反が認められた箇所数 指導基準を超過した箇所数 管理基準を超過した箇所数

配合飼料工場 2 0 0 0

単体飼料工場 22 0 0 0

飼料添加物工場 0 0 0 0

港湾サイロ 4 0 0 0

倉庫 7 0 0 0

その他 0 0 0 0

３．飼料等の試験結果

飼料等の区分 試験点数 違反が認められた点数 指導基準を超過した点数 管理基準を超過した点数

配混合飼料 3 0 0 0

単体飼料 19 0 0 0

乾牧草 5 0 0 0

飼料添加物 0 0 0 0

４．成分規格等省令等違反の概要（指導基準（※１）超過を含む）

違反の種類 製造業者等の名称 飼料の種類 違反内容 備　考

該当なし － － － －

（※１）当該基準を超えた飼料については、飼料の安全性の確保及び品質の改善に関する法律（昭和 28 年法律第 35 号。以下「法」という。）
第 23 条第 1 号に掲げる飼料に該当。

５．管理基準（※2）超過の概要

基準値を超過した成分（飼料の種類） 基準値を超過した点数 備考

該当なし 0 －

（※２）管理基準は、工程管理の目安として示された基準であり、基準を超過した場合であっても直ちに法第 23 条第 1 号に掲げる有害な飼
料には該当しませんが、当該飼料の使用に起因して有害畜産物が生産される等のおそれがある場合には、その旨を備考欄に記載しま
す。また、適切な管理措置により、飼料の安全が確保される場合は、当該飼料を家畜等に給与することができます。
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　第 75 回獣医師国家試験が、2 月 14・

15 日に北海道、東京、福岡の３カ所で

行われます。コロナやインフルエンザの再流行も見ら

れ、また、天候も気になるところ、滞りなく完了して、

未来の獣医療を担う若者達がこれまでの成果を発揮し

てくれることを心より祈ります。そして３ヶ月後には、

家畜衛生を担う仲間として飛び込んで来てくれますよ

うに。

　産業動物獣医師の確保については、本通信欄で、農林

水産省の公式 YouTube チャンネルである BUZZMAFF

における畜水産安全管理課の若手達の自主的な取組

（ブイレンジャー）を紹介してきたところです。実は、

その後、諸般の事情がありまして…。

　詳細は控えさせていただきますが、若手達はこの苦

難にもめげず、今般、新たに “ ブイブイ調査隊 ” とし

てリニューアルオープンとなりました！リニューアル

にあたっては、新たな登場人物も加わり、内容も拡充

されています。是非、皆様にもお楽しみいただきなが

ら、産業動物獣医師を知らない方達にも関心を持って

いただけるよう、周知・拡散にご協力いただけると幸

甚です。

　伝説の獣医師 Dr. クマガイが蘇る日まで、ご支援の

ほど、よろしくお願いします。
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